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編集後記

　日本の 10 倍以上の人口を有する超大国インド。はたして我々日本人は
この国のことをどれほど知っているでしょうか。そして、SFC にはイン
ドについて語れるだけの土壌がある。そのような思いから、本号の企画
は清水唯一朗前編集長の時に発案されました。それが形になりました。
予想していた通り、Rajib Shaw 教授が特集担当委員としてとりまとめて
下さった本号の特集に関する全ての論文が、私にとって驚きの内容に満
ち溢れていました。過去、現在、そしてこれからの日印の関係性はもち
ろん、世界の在り方を考える上での基準はどうあるべきか、それぞれの
論文が鋭い切り口で語りかけてきます。これを読まずして、世界を語る
なかれ。それくらいの自信をもって皆様にお届けしたい一冊です。
　その素晴らしい論文を称えるがごとく、今回、9 つの表紙デザイン案の
応募が SFC 生よりありました。何れも甲乙つけ難い魅力的なものばかり
で、ひとつしか採択できないシステムを恨みたいです。慶應 SFC 学会が
主催する学術交流大会などでいつか紹介してはどうか、といった案も編
集部であがりました。落選となった方々、本当に申し訳ありませんでした。

2022 年 1 月 25 日
黒田 裕樹
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